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（午前１０時００分 開会） 

◎開会宣告 

〇議長（氏家良美君） 皆さんおはようございます。 

竹中議員は一身上の都合により欠席しております。 

ただいまから令和７年第２回新冠町議会定例会を開会いたします。 

 

◎開議宣告 

○議長（氏家良美君） 直ちに本日の会議を開きます。 

 

◎議事日程の報告 

○議長（氏家良美君） 議事日程を報告いたします。 

議事日程は御手元に配付した印刷物のとおりであります。 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（氏家良美君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は会議規則第１２５条の規定により、１番、酒井益幸議員、２番、海馬

澤真紀子議員を指名いたします。 

 

   ◎日程第２ 会期の決定 

○議長（氏家良美君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

お諮りいたします。今定例会の会期は本日から６月２３日までの７日間といたしたいと

思います。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（氏家良美君） 異議なしと認めます。 

よって、会期は本日から６月２３日までの７日間とすることに決定いたしました。 

お諮りいたします。議案等調査のため、６月１８日、１９日及び６月２１日、２２日の

４日間を休会にしたいと思います。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（氏家良美君） 異議なしと認めます。 

よって、６月１８日、１９日及び６月２１日、２２日の４日間を休会することに決定いた

しました。 

 

   ◎日程第３ 諸般の報告 

○議長（氏家良美君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

町長から御手元に配付のとおり議案の提出がありましたので報告いたします。 

次に、一部事務組合議会の開催状況、閉会中の諸行事の出席状況、説明員の報告につき
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ましては、御手元に配付したとおりですので御了承願います。 

以上で諸般の報告を終わります。 

 

   ◎日程第４ 行政報告（町長・教育長） 

○議長（氏家良美君） 日程第４、行政報告を行います。 

議案の審議に先立ち、町長並びに教育長から行政報告の申出がありましたのでこれを許

します。 

山本町長。 

○町長（山本政嗣君） 本年第２回、新冠町議会定例会を招集いたしましたところ、議員

各位には時節柄何かと御多用の中、御出席を賜り厚く御礼申し上げます。議長から、発言

の許可を頂きましたので、令和７年第１回定例会以降の主要な行政の動向につきまして、

項目の順に従い御報告させていただきます。 

はじめに、マイタウン３０委員会の開催についてでございます。 

町は、「開かれた行政の推進」と「まちづくりへの町民参画」を目的にマイタウン３０委

員会を設置しているわけでございますが、これまでの間、当委員会の協議、提案の方法、

あるいはいただいた意見の活用方法などにおきまして、委員会の運営と運用について課題

を抱え、改善の方策について議論を重ねてきたところでございます。 

令和５年２月の開催以降、協議を重ねまして、この度、マイタウン３０委員会の改革案

の策定を終えましたことから、町総合計画の進捗状況などまちづくりの現状報告と併せて

改革案の協議を行うために委員会を開催をいたしました。 

委員会は、３月２１日、２０名の委員の出席を頂きまして、役場会議室において開催い

たしました。 

会議では、新たなマイタウン委員会を、１０代から７０代までの自薦による男女で構成

し、進行しているまちづくり事業について、意見、感想を述べ、これらの声を行政と議会

が共有するというマイタウン委員会の改革案について提案をしたほか、日高徳洲会病院の

立地協定、あるいは役場裏の民有地の取得について町側から報告をいたしました。 

いずれの提案、報告も承認を頂くとともに、新たなマイタウン委員会については、若年

世代の意見聴収など幅広い意見を徴することに各委員の賛同を得るに至りました。 

町は、様々な広聴事業を実施しておりますが、まちづくりのニーズに合わせて、より効

果的な手法へと広聴事業を改めていくことが必要です。 

この度、マイタウン３０委員会は、各分野の有識者による委員会から、若年層を含めた

幅広い世代から意見と感想を頂く委員会へと変更いたしますけれども、今後におきまして

も新たな課題を認識したときには、速やかに解決に向けた調整をすることでより効果的な

広聴事業となるよう努めてまいる考えでございます。 

次に機構改革について申し上げます。当町では、本年４月１日付け及び６月１日付けで

機構改革を行い、庁内組織の見直しを行いましたので、御報告申し上げます。 



6 
 

まず、４月１日付けで、総務課内に「行政ＤＸ推進係」を、産業課内には「鳥獣被害対

策推進室」を設置いたしました。 

行政ＤＸ推進係は、急速に進展する社会のデジタル化や、国が推進する自治体ＤＸ推進

方針に対応するためには、全庁的な調整、推進体制が必要と考え、専任職員１名を配置し

たものでございます。 

国から、地方公共団体がオンライン化を推進すべき手続が示されておりますので、処理

件数が多く、オンライン化の推進によりまして、町民の利便性の向上や行政運営の効率化

を図られる業務を検討し、計画的に推進してまいります。 

また、鳥獣被害対策推進室は、近年、クマやシカを初めとする野生鳥獣による農作物被

害や住民生活への影響が顕在化しており、特にクマが出没した際には、現地確認や関係機

関との連携、住民周知、捕獲対応など一連の対応を短期的に、集中的に行う必要があるこ

とから、産業課全体で一体的に取り組む体制を構築したものでございます。 

今後におきましても、鳥獣被害対策には迅速に対応し、被害の未然防止と被害軽減に向

けて対応してまいります。 

さらに、６月１日付では「ふるさと納税推進室」を設置いたしました。 

ふるさと納税推進室は、プロジェクトチームとして設置したもので、ふるさと納税を担

当する総務課と、企業版ふるさと納税を担当する企画課の職員から選抜をし、兼務発令を

したものでございます。 

ふるさと納税は、自主財源に乏しい当町にとって貴重な財源となりますとともに、地場

産業振興の一助となる制度でございますので、なお一層の推進を図るべく推進室を設けた

もので、庁舎内の横断的な体制や地元事業者とのさらなる連携強化を通じて、町の活性化

に資するよう努めてまいりたいと存じます。 

次に「熊出没に関わる対応」について御報告を申し上げます。 

６月６日、午前０時２９分。節婦町の国道２３５号線を新冠方面に走行中の車両ドライ

バーが体長およそ２メートルの熊を目撃したとの通報が静内署に寄せられた旨、同署から

当町へ連絡がありました。 

町は、同日午前中に、各種情報通信を活用いたしまして、町民周知を図ったほか、午後

には節婦市街地を中心に周知チラシの配布と広報車による注意喚起を行いました。 

また、日高軽種馬共同育成公社に対し警戒を呼びかけると同時に箱ワナと監視カメラを

熊の活動予想箇所に設置しております。 

加えて、熊の出没箇所は、スクールバス運行路線に隣接しておりましたことから、小中

学校の保護者に対し、校務支援システムを活用しまして、熊出没状況を周知したほか、節

婦地区３カ所の停留所付近において、スクールバス乗降時刻前後の町職員による見回りを

実施をいたしました。 

さらに、６月７日午前１１時頃、判官館森林公園岬付近の遊歩道に熊の糞らしき物があ

るとの通報があり、町職員が現地調査をしたところ熊の糞であることを確認したため、前



7 
 

日と同様、町の情報通信によりまして町民周知を図ったほか、キャンプ場をはじめ必要箇

所の閉鎖と注意喚起の看板を設置するなど、公園利用者の安全確保を図るとともに、市街

地及び節婦市街地における広報を行ったところでございます。 

６月１２日には、朝日の森に事務所を構えます株式会社ｍｍガードの協力を得まして、ド

ローンによる調査を実施いたしましたが、熊の個体を確認するまでは至りませんでした。  

十分な確認作業等を尽くしてまいりますが、安全確保を徹底するため６月中は、キャンプ 

場及び遊歩道の利用は中止をさせていただくこととしております。 

また、６月１３日午前５時３０分頃に、西泊津の牧場坂路調教施設付近でおよそ１メー

トルの熊１頭の目撃情報があったほか、同日午後２時１５分頃には、新冠共同墓地付近を

走行中の車両ドライバーから、体長およそ１．５メートルの別個体と思われる熊１頭の目

撃情報があり、直ちに現地確認の上、静内警察署と情報共有を行っております。 

いずれの目撃情報におきましても、町猟友会ハンターとの地域巡回及び各種情報通信に

よる情報発信と広報車による注意喚起、さらにはチラシ配布による住民周知を実施したと

ころでございます。 

併せて、出没付近の公共施設であるパークゴルフ場の閉鎖と温泉施設駐車場における投

光器、監視カメラ及び注意看板を各２機設置し、警戒を呼びかけているところでございま

す。 

短期間に複数の熊目撃情報があり、同時に複数箇所での安全対策を講じることとなり、

施設利用者等の町民の皆さんには御不便をおかけすることが多いかと思いますけれども、

いずれの対応も町民を含めた利用者の方々の安全を確保するためであることを御理解頂き、

皆さんの御協力を得ながら不測の事故が生じることのないよう、迅速にできる方策を尽く

し、最善の対応に努めていく考えでございますので、よろしくお願いを申し上げます。 

最後に、今定例会に提案しております案件でございますが、人事案件３件、報告案件２

件、一般議案７件、本年度の各会計補正予算５件を提案させていただくこととしておりま

す。それぞれ提案の際に具体的に御説明申し上げますので、全案件とも提案どおり御決定

賜りますよう、よろしくお願い申し上げまして、行政報告とさせていただきます。 

 

○議長（氏家良美君） 町長の行政報告が終わりました。 

次に、教育長から教育行政報告を行います。 

下川教育長。 

○教育長（下川徳久君） ただいま議長より発言の許可を頂きましたので、令和７年第１

回定例会以降の教育行政に関する事項について御報告申し上げます。 

はじめに、「第９次新冠町社会教育中期計画の策定について」御報告申し上げます。 

新冠町教育委員会では新冠町のまちづくりにおける最上位計画である「第６次新冠町総

合計画」に基づき、新冠町の教育、学術及び文化振興に関する「新冠町教育大綱」が令和

３年４月に策定されております。 
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これら上位計画の下、社会教育における基本目標の達成を目指し、より具体的な施策を

進めるため、第８次社会教育中期計画を令和３年度より５カ年の計画期間に定めておりま

した。この第８次の計画策定期間が本年度をもって終了することから、新たに「第９次新

冠町社会教育中期計画」を策定するものであります。 

計画策定に当たり、第６次新冠町総合計画の理念である「思いやりと笑顔あふれるレ・

コードなまちにいかっぷ」を念頭に持続可能なまちづくりを目指し、新冠町における社会

教育の基本目標を設定した計画を策定いたします。その際、１、現計画の検証、評価、課

題の抽出。２、ウェルビーイングの考えに基づいた社会教育の将来像の考え方。３、社会

教育推進の策定について分析、検討。４、少子化、担い手不足、異文化交流、デジタルリ

テラシーなど、新たな課題への対応を主な観点とし、新冠町社会教育委員及び新冠町スポ

ーツ推進委員からなる新冠町社会教育中期計画策定委員会を構成し計画づくりを進めてま

いります。  

次に、「レ・コード館における科学工房の利用について」御報告申し上げます。 

レ・コード館科学工房につきましては、令和７年３月３１日まで新冠町商工会がジュニ

アＬａｂｏ事業として施設利用しておりました。事業が移転した後は、今後の方針が定ま

っていなかったことから、青年団体の会議での利用や、４月２９日に開催したＳＴＶラジ

オの公開生放送の会場として利用するなど、教育委員会の主催事業での利用を進めてまい

りました。 

科学工房は、レ・コード館の入り口に最も近く、中の様子が見え、入りやすく開放感が

あること、靴を脱いでくつろげるスペースがあること、指定所熱避難施設、クーリングシ

ェルターの機能を有することなど様々な利点を有することから「町民がより利用しやすい

公共施設」をコンセプトに今年度については、誰もが利用しやすい空間として試行的な利

用展開し、どのような形での利用が有効か検証したく考えております。 

一つ目にキッズスペースとしての開放、二つ目に写真や介護などの展示スペースとして

の活用、三つ目に図書プラザ主催のクーリングシェルター機能を生かした映画上映、四つ

目に読み聞かせスペースとしての活用、五つ目にボランティア活動の拠点スペースとして

の活用など、いずれもフリースペースとしての活用を基本に進めてまいりたいと考えてお

ります。 

なお、開設につきましては、７月７日を予定し準備を進めております。 

以上で、第２回定例会における教育行政執行方針とさせていただきます。 

 

○議長（氏家良美君） 教育長の教育行政報告が終わりました。 

 

◎日程第５ 諮問第１号 

○議長（氏家良美君） 日程第５、諮問第１号、人権擁護委員の推薦につき意見を求める

ことについてを議題といたします。 
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提案理由の説明を求めます。 

佐藤副町長。 

〇副町長（佐藤正秀君） 諮問第１号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ

きまして提案理由を申し上げます。 

本年９月３０日をもって任期満了となります委員の後任に、引き続き下記の方を推薦い

たしたく、人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき、議会の意見を求めるものでござ

います。 

意見を求める方は、字西泊津１３番地の１０５にお住まいの田外清さんで、昭和２８年

生まれの７２歳の方でございます。個人の履歴につきましては、次ページのとおりです。  

人権擁護委員は法務大臣から委嘱され、地域において人権相談、人権啓発及び人権救済

などの活動を行うことが職務となっており、任期は３年でございます。 

今回意見を求める田外さんは平成１９年から人権擁護委員を務めており、地域における

活動はもとより、日高人権擁護委員協議会の会長などを歴任し、職責を果たしてこられた

ことから、適任であると判断し、引き続き人権擁護委員として推薦しようとするものでご

ざいます。 

以上が諮問第１号の提案理由でございます。提案どおり御決定くださいますよう、よろ

しくお願いいたします。 

〇議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。 

お諮りいたします。本件については人事案件でありますので、質疑討論を省略し、直ち

に採決いたしたいと思います。 

これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（氏家良美君） 異議なしと認めます。 

これより、諮問第１号についての採決を行います。 

お諮りいたします。諮問第１号は原案を適任とすることに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

〇議長（氏家良美） 全員挙手であります。 

よって諮問第１号は原案を適任とすることに決定いたしました。 

 

◎日程第６ 諮問第２号 

○議長（氏家良美君） 日程第６、諮問第２号、人権擁護委員の推薦につき意見を求める

ことについてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

佐藤副町長。 

〇副町長（佐藤正秀君） 諮問第２号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ

きまして、提案理由を申し上げます。 
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本年９月３０日付けをもって任期満了で退任されます扇谷勉さんの後任に、下記の方を

推薦いたしたく、人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき、議会の意見を求めるもの

でございます。 

意見を求める方は、字北星町７番地の６１人にお住まいの観音隆志さんで、昭和３８年

生まれの６２歳の方でございます。個人の履歴につきましては次ページのとおりです。 

今回意見を求める観音さんは小学校教諭として長く在職され、人格、識見にすぐれ、公

正な判断力を有する方であることから、適任であると判断し、人権擁護委員として推薦し

ようとするものでございます。 

以上が諮問第２号の提案理由でございます。提案どおり御決定頂きますよう、よろしく

お願いいたします。 

〇議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。 

お諮りいたします。本件については人事案件でありますので、質疑討論を省略し、直ち

に採決いたしたいと思います。 

これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（氏家良美君） 異議なしと認めます。 

諮問第２号についての採決を行います。 

お諮りいたします。諮問第２号は、原案を適任とすることに賛成の諸君の挙手を求めま

す。 

（賛成者挙手） 

〇議長（氏家良美君） 全員挙手であります。 

よって諮問第２号は、原案を適任とすることに決定いたしました。 

 

◎日程第７ 諮問３号 

〇議長（氏家良美君） 日程第７、諮問第３号、人権擁護委員の推薦につき意見を求める

ことについてを議題といたします。 

武田修一議員は、地方自治法第１１７条の規定により除斥の対象となりますので退席を

求めます。 

提案理由の説明を求めます。 

佐藤副町長。 

〇副町長（佐藤正秀君） 諮問第３号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ

きまして提案理由を申し上げます。 

本年９月３０日をもって任期満了となります委員の後任に、引き続き下記の方を推薦い

たしたく、人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき、議会の意見を求めるものでござ

います。 

意見を求める方は、字高江３０８番地の３にお住まいの武田明美さんで、昭和３７年生
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まれの６２歳の方でございます。個人の履歴につきましては１０ページのとおりです。 

今回意見を求める武田さんは、平成２８年から人権擁護委員を務めており、地域におけ

る活動はもとより、日高人権擁護委員協議会の子ども人権委員会副委員長などを歴任し、

職責を果たしてこられたことから、適任であると判断し、引き続き人権擁護委員として推

薦しようとするものでございます。以上が諮問第３号の提案理由でございます。提案どお

り御決定頂きますよう、よろしくお願いいたします。 

〇議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。 

お諮りいたします。本件については人事案件でありますので、質疑、討論を省略し、直 

ちに採決をしたいと思います。 

これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（氏家良美君） 異議なしと認めます。 

これより、諮問第３号についての採決を行います。 

お諮りいたします。諮問第３号は、原案を適任とすることに賛成の諸君の挙手を求めま

す。 

（賛成者挙手） 

〇議長（氏家良美君） 全員挙手であります。 

よって、諮問第３号は原案を適任とすることに決定いたしました。 

暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時２６分 

再会 午前１０時３４分 

 

○議長（氏家良美君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 

   ◎日程第８ 報告第２号 

○議長（氏家良美君） 日程第８、報告第２号、例月出納検査の結果報告についてを議題

といたします。 

監査委員より例月出納検査の結果報告がありましたので、質疑を省略し、報告のとおり

受理することにしたいと思います。 

 

◎日程第９ 報告第３号 

〇議長（氏家良美君） 日程第９、報告第３号、有限会社にいかっぷホロシリ乗馬クラブ

の経営状況の報告についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

佐渡企画課長。 
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〇企画課長（佐渡健能君） 報告第３号、有限会社にいかっぷホロシリ乗馬クラブの経営

状況の報告について、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、有限会社にいかっ

ぷホロシリ乗馬クラブの令和６年度事業報告及び決算に関する書類、並びに令和７年度事

業計画及び予算に関する書類を別紙のとおり提出するものでございます。 

御手元に配付の報告第３号資料により説明いたします。当該資料は、去る５月２２日開

催の株主総会において承認可決されたものでございます。 

主な令和６年度事業について説明いたしますので、２ページをお開きください。下段全

体の項目中１行目から５行目までの記載を読み上げます。結果として乗馬クラブは利用者

が増加し、７５００万円の事業収入となり、道の駅物産館では、店舗内販売品売上げ、ふ

るさと納税返礼品売上げともに増加し、１億７１００万円の事業収入を得ました。会社全

体では総事業収入２．５億円を計上し、今期の経常利益は、２３３万９１９９円、当期純

利益１８２万３５００円となりました、とあります。 

次に、令和６年度の経営状況について、決算報告書、損益計算書で説明いたしますので

５ページをお開きください。主だった科目の額を読み上げ、その後、前年度比を口頭で述

べます。読み上げる額は、金額の欄右側の欄に記載の金額になります。純売上高合計２億

４５８９万６７３９円、前年度比３２１８万２３１６円の増。仕入れ経費などからなる売

上げ原価は１億５１１７万１９２４円、前年度比２２１３万２６９０円の増。純売上高か

ら売上げ原価を差し引いた売上げ総利益は９４７２万４８１５円、前年度比１００４万９

６２６円の増。人件費などからなる販売費及び一般管理費は９２９０万１１９６円、前年

度比７２５万７２４６円の増。売上げ総利益から販売費及び一般管理費を差し引いた営業

利益は１８２万３６１９円、前年度比２７９万２３８０円の増となっています。続いて営

業外収益は６０万８１６５円、前年度比１３７万５９１７円の減。営業外費用は９万２５

８５円、前年度比５万４１９３円の増。営業利益に営業外収益を加算し、営業外費用を差

し引いた経常利益は２３３万９１９９円、前年度比１３６万２２７０円の増となっていま

す。今期は減価償却を終えた一部固定資産を除却していますので、簿価４円を除却損とし

て計上しており、経常利益から除却損を差し引いた２３３万９１９５円が税引き前当期純

利益となります。法人税等は５１万５６９５円。税引き前当期純利益から法人税等を差し

引いた当期純利益は１８２万３５００円、前年度比１２２万２５４４円の増であり、令和

６年度は黒字決算となっています。 

次に資産状況の概略について説明しますので、４ページにお戻りください。貸借対照表

における資産の部、資産合計７９８６万３７６円、前年度比３５７万７３８３円の増とな

っています。主に流動資産中販売品が現金化され、現金預金の科目が前年度比９１６万２

７４円増加したことによります、次に右の欄に移りまして負債の部、負債合計１６５５万

４８７６円、前年度比１７５万３８８３円の増。下段に移ります。純資産の部、繰越利益

剰余金は２４３０万５５００円であり、この額は、昨年度の繰越利益剰余金２２４８万２

０００円に、今年度の当期純利益１８２万３５００円を加算した額となっています。純資
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産合計は６３３０万５５００円、前年度比１８２万３５００円の増となっています。負債

純資産合計は資産合計と同額の７９８６万３７６円です。６ページは販売費及び一般管理

費の内訳です。７ページが、製造原価報告書です。８ページは株主資本等変動計算書とな

っており、株主に帰属する純資産の部、各項目の変動額について示すものですが、いずれ

の項目も当期純利益の額１８２万３５００円増加しています。１２ページをお開きくださ

い。令和７年度事業計画案です。概要のみ申し上げます。営業展開として、隣接施設との

連携強化とオリジナル商品の開発と販売、中長期的な事業展開として、高規格道路建設排

出土砂の搬入工事完了後において、ロングトレッキングコースを改正する計画、及び新冠

インターチェンジ開設による道の駅利用客の増加を見込んだ営業展開を計画しています。

次に、１４ページをお開きください。令和７年度収支予算書における見積損益計算書にな

っています。表の上、収入の部上段、令和７年度事業収入予算の小計は１億５９６０万円。

表の下、下段支出の部、令和７年度事業支出予算の小計は１億５７０３万円。表の最下段、

差引き益金予算額は２３６万円となっています。収入支出予算額が減額となっていますが、

このことは、これまでのワインの輸入元である株式会社日高ブランドよりトンネルワイン

を仕入れ、ホロシリ乗馬クラブがふるさと納税返礼品として出品していましたが、令和７

年度より株式会社日高ブランドが自ら出品することとしたため、これまで計上していたト

ンネルワインのふるさと納税返礼品取扱いによる収入と支出分が減額となったことにより

ます。なお、発送業務手数料等は、これまでと同様ホロシリ乗馬クラブの収入として見込

んでおり、当期利益に与える影響等はございません。１５ページ、１６ページは乗馬クラ

ブ、道の駅それぞれの見積損益計算書です。後刻御覧頂きたいと思います。 

なお、５月２２日開催の株主総会において、山本町長が取締役に選任されていますこと

をあわせて報告いたします。 

以上が報告第３号有限会社にいかっぷホロシリ乗馬クラブの経営状況の報告についてで

す。よろしくお願いいたします。 

〇議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。 

報告第３号については報告のとおり受理することといたしたいと思います。 

 

◎日程第１０ 報告第４号 

〇議長（氏家良美君） 日程第１０、報告第４号、繰越明許費繰越計算書についてを議題

といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

島田総務課長。 

〇総務課長（島田和義君） 報告第４号、繰越明許費繰越計算書について、提案理由を申

し上げます。 

令和６年度新冠町一般会計予算の繰越明許費は、別紙のとおり翌年度に繰り越しました

ので、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により、議会に報告するものです。 
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繰越した事業につきましては、令和６年第３回、第４回定例会及び令和７年第１回定例

会の補正予算において、議決をいただいたものです。繰越明許費とは、予算が成立をして

事業を執行する上で、その年度内に事業が完了しない見込みとなった場合に、予算を翌年

度に繰越して執行することができるというものです。繰越しに当たっては、法の規定にお

いて、歳出予算を翌年度に繰越したときは、翌年度の５月３１日までに繰越計算書を調製

し、次の議会に報告しなければならないとされており、繰越計算書の調製を終えたことか

ら、本定例会で報告するものです。 

次ページをお開き願います。令和６年度新冠町一般会計繰越明許費繰越計算書です。２

款総務費、１項総務管理費、テレビ共同受信施設整備事業３７１５万３０００円は、老朽

化の著しい新和地区テレビ共同受信施設を更新する費用ですが、国庫補助金の交付決定が

遅延し、年度内に完了が見込めないことから、未執行の２９６１万２０００円を繰越した

もの。３項戸籍住民基本台帳費、戸籍電算化事業１８２９万３０００円は、戸籍情報シス

テムの運用管理に伴う費用ですが、このうち自治体情報システムの標準化対応に係る移行

作業に時間を要し、年度内完了が見込めないことから、係る費用８９９万８０００円を繰

越したもの。３款民生費、１項社会福祉費、新冠町子ども発達支援センター事業２７９２

万３０００円は、子ども発達支援センターあおぞらの運営に要する費用ですが、国の補正

予算を活用したエアコン設置事業について、補助金交付決定が令和７年４月以降となり、

年度内完了が見込めないことから、設置費用１６９万４０００円を繰越したもの。第２回

住民税非課税世帯臨時特別給付金３１９９万円は、１世帯当たり３万円、児童１人あたり

２万円を給付するものですが、申請期限を本年５月３０日までとしていたことから、未執

行分８４７万円を繰越したもの。５款農林水産業費、１項農業費、道営土地改良事業負担

金１億５５５８万２０００円は、営農用水利施設及び農道整備に係る北海道への負担金で

すが、東泊津地区農道集落道整備事業に係る事業進捗を図るため、令和６年度の執行残１

６８万８０００円を、当該事業に充当されるよう北海道から要請を受け、繰越したもの。

７款土木費、１項道路橋梁費、道路メンテナンス補助事業２８９３万７０００円は、橋梁

長寿命化修繕計画に基づく橋梁の維持管理に係る費用ですが、節婦小橋等橋梁整備事業の

進捗を図るため、令和６年度の執行残３７８万４０００円を本事業に充当されるよう北海

道から要請を受け、繰越したもの。８款、１項ともに消防費、日高中部消防組合負担金２

億３５９２万９０００円は、組合本部及び新冠支署への運営負担金ですが、新冠支署に配

備をしている大型水槽車の更新事業について、車両メーカー側での車両部材の調達が遅れ、

年度内の車両納品が見込めないことから、係る負担金の金額３１８０万円を繰越したもの。

節婦町地区津波避難タワー建設事業６１５５万円は、節婦町地区に整備する津波避難タワ

ーに係る６年度分の予算額ですが、このうち敷地造成工事に対し、国の補正予算により追

加内示となりましたが、補助金交付決定が令和７年１月となり、年度内完了が見込めない

ことから、係る費用１２７２万７０００円を繰越したもの。避難所環境改善事業８４６０

万円は、国の補正予算で実施される避難所の環境整備事業を活用して、トイレコンテナ等
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を購入する費用ですが、補助金交付決定が令和７年３月となり、年度内完了が見込めない

ことから、事業費全額を繰越したもの。事業費の合計金額６億８１９５万７０００円のう

ち、１億８３３７万３０００円を令和７年度に繰越しており、これに係る財源内訳は掲載

のとおりです。 

以上が報告第４号、繰越明許費繰越計算書の提案理由です。御審議を賜り、報告のとお

り受理くださるようお願い申し上げます。 

〇議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。 

これより、報告第４号に対する質疑を行います。 

発言を許可いたします。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（氏家良美君） ないようですので、質疑を終結いたします。 

報告第４号については、報告のとおり受理することといたします。 

 

   ◎日程第１１ 議案第２７号 

〇議長（氏家良美君） 日程第１１、議案第２７号、辺地に関わる総合整備計画の策定に 

ついてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

島田総務課長。 

〇総務課長（島田和義君） 議案第２７号、辺地に係る総合整備計画の策定について提案

理由を申し上げます。 

東川、美宇、太陽辺地に係る総合整備計画を別紙のとおり策定いたしたく、辺地に係る

公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律第３条第１項の規定に基

づき、議会の議決を求めるものでございます。 

辺地に係る総合整備計画は、法の定めにより計画期間は５年間でございまして、計画策

定が整いますと、掲載された事業の財源として、辺地対策事業債を発行することができま

す。辺地対策事業債は、後年次の元利償還金に対し８０％が交付税措置されますことから、

自治体の財政運営上、大変有利な地方債となります。 

このたび策定しようとする辺地総合整備計画におきまして、計画したのは、道路整備事

業、電気通信施設整備事業及び飲用水供給施設整備事業でございまして、計画の策定にあ

たり、事前に北海道知事に対し協議を行いましたところ、５月９日付けで異議がない旨の

回答がありましたことから、議会の議決を得たのち、総合整備計画書を総務大臣へ提出し

ようとするものです。 

２ページをお開きください。１、東川辺地に係る総合整備計画を次のとおり策定しよう

とするものです。（１）辺地の概況ですが、辺地を構成する町村または字の名称は、新冠郡

新冠町字東川、共栄。地域の中心の位置は、新冠郡新冠町字東川６８番地３。辺地度点数

は２９５点です。（２）公共的施設の整備を必要とする事情でございますが、東川辺地は小
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河川に沿って耕地が広がる農業地帯でございまして、道路は大型輸送車両が頻繁に通行す

ることから、老朽化対策、防災対策、減災対策を目的に長寿命化修繕計画に基づき、実施

事業を実施するものです。電気通信施設につきましては、現状のテレビ共同受信施設の経

年劣化が激しく、テレビの視聴に支障を来している状態であるため、更新を行うものでご

ざいます。（３）公共的施設の整備計画は、令和７年度から令和１１年度までの５年間で、

道路は事業主体、新冠町、事業費７９５０万円、財源内訳は特定財源５０２８万３０００

円、一般財源２９２１万７０００円で、一般財源のうち辺地対策事業債の予定額は２９２

０万円です。今年度は対象事業の予定はありません。電気通信施設は、事業主体、新冠町、

事業費７０４０万、財源内訳は特定財源３３７０万、一般財源は３６７０万円で、一般財

源のうち辺地対策事業債の予定額は同額の３６７０万円です。今年度は、耐用年数を超過

した同軸ケーブルによるテレビ線を光ケーブルへの張り替え工事の実施を予定しておりま

す。３ページをお開きください。２、美宇辺地に係る総合整備計画を次のとおり策定しよ

うとするものです。（１）辺地の概況ですが、辺地を構成する町村または字の名称は、新冠

郡新冠町字美宇、新和。地域の中心の位置は、新冠郡新冠町字新和１４０番地２。辺地度

点数は３６６点です。（２）公共的施設の整備を必要とする事情でございますが、美宇辺地

は酪農、肉牛、水稲及び軽種馬農家が混在している地域で、道路は大型輸送車両が頻繁に

通行することから、老朽化対策、防災対策、減災対策を目的に長寿命化修繕計画に基づき、

事業を実施するものです。（３）公共的施設の整備計画は、令和７年度から令和１１年度ま

での５年間で、道路は事業主体、新冠町、事業費７８００万、財源内訳は特定財源４９３

３万５０００円、一般財源は２８６６万５０００円で、一般財源のうち辺地対策事業債の

予定額は２８６０万円です。今年度は対象事業の予定はありません。 

４ページを御覧ください。３、太陽辺地に係る総合整備計画を次のとおり策定しようと

するものです。（１）辺地の概況ですが、辺地を構成する町村または字の名称は、新冠郡新

冠町字太陽、里平。地域の中心の位置は、新冠郡新冠町字太陽１６４番地１。辺地度点数

は３８２点です。（２）公共的施設の整備を必要とする事情でございますが、太陽辺地は酪

農、肉牛、畑作及び稲作農家が混在している地域で、道路は大型輸送車両が頻繁に通行す

ることから、老朽化対策、防災対策、減災対策を目的に長寿命化修繕計画に基づき、実施

事業を実施するものです。飲用水供給施設は、老朽化した導水管や配水管からの漏水が著

しく、地域の生活や営農に支障をきたしている状況にあり、住民に安全かつ良質な水道水

の供給に努めるべく、事業を実施するものです。（３）公共的施設の整備計画は、令和７年

度から令和１１年度までの５年間で、道路は事業主体、新冠町、事業費１億３９０５万円、

財源内訳は、特定財源８７９４万９０００円、一般財源は５１１０万１０００円で、一般

財源のうち辺地対策事業債の予定額は５１１０万円です。今年度は道路メンテナンス補助

事業で、美園橋、暁橋、２橋の実施設計業務の実施を予定しております。飲用水供給施設

は、事業主体、新冠町、事業費３億３０００万円、財源内訳は特定財源１億６８６２万６

０００円、一般財源は１億６１３７万４０００円で、一般財源のうち辺地対策事業債の予
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定額は１億６１３０万円です。今年度は、水利施設等保全高度化事業で、太陽地区の配水

管を敷設するもので、事業に関しては、北海道に対する負担金及び町の単独事業を予定し

ております。 

以上が議案第２７号、辺地に係る総合整備計画の策定についての提案理由です。御審議

を賜り、提案のとおり御決定くださいますようお願い申し上げます。 

〇議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。 

これより、議案第２７号に対する質疑を行います。 

発言を許可いたします。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（氏家良美君） ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより、本案に対する討論を行います。 

反対討論の発言を許可いたします。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（氏家良美君） ないようですので討論を終結いたします。 

これより、議案第２７号について採決を行います。 

お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

〇議長（氏家良美君） 全員挙手であります。 

よって議案第２７号は原案のとおり可決されました。 

 

   ◎日程第１２ 議案第２８号 

〇議長（氏家良美君） 日程第１２、議案第２８号、財産の取得についてを議題といたし

ます。 

提案理由の説明を求めます。 

佐々木管理課長。 

〇管理課長（佐々木京君） 議案第２８号、財産の取得について、次のとおり財産を取得

するため、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第３条の規

定に基づき、議会の議決を求めるものです。 

提案理由を御説明いたします。本議案に係る財産の取得は、議会の議決に付すべき契約

及び財産の取得または処分に関する条例第３条に定める予定価格が１０００万以上の動産

の買入れに該当することから、議会の議決を求めるものです。１、取得する財産及び数量、

（１）名称、児童生徒用パソコン端末一式。（２）数量、３８５台。（３）仕様、クローム

ＯＳ。２、取得の目的、ＧＩＧＡスクール構想第２期における児童生徒１人１台端末の整

備に向けて、教育用パソコン端末等を取得するためであります。３、取得金額、１９９０

万４５００円。４、契約の相手方、札幌市中央区大通１４丁目７、東日本電信電話株式会

社執行役員北海道事業部長島津泰。本件につきましては、令和２年度にＧＩＧＡスクール
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構想により導入した児童生徒１人１台パソコン端末機が更新時期を迎えることから、第２

期ＧＩＧＡスクール構想に基づき機器更新を行うものであります。入札業務につきまして

は、補助率３分の２の国庫補助対象要件に該当させるため、北海道教育委員会が主体とな

る北海道公立学校情報機器整備共同調達会議が実施し、参加する各市町村が個別に契約す

る形となります。 

以上が議案第２８号、財産の取得に係る提案理由です。御審議を賜り、提案どおり御決

定くださいますようよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。 

これより、議案第２８号に対する質疑を行います。 

発言を許可いたします。 

 武藤議員。 

〇９番（武藤勝圀君） ９番武藤です。このＧＩＧＡスクールに基づいて４年前から始ま

った事業ですけども、今年度で終わって７年度から第２期ということで、まずお尋ねした

いのは１期をして、その新冠町でのやってきた成果だとか問題点、課題だとか、そういう

点について、簡単でいいですから。それと、第２期がもう今年度から始まるんですけど、

この第２期での目標というか方向性、どういうことを目指すのかっちゅう点について、そ

の点をお尋ねします。 

〇議長（氏家良美君） 佐々木管理課長。 

〇管理課長（佐々木京君） はい、お答えいたします。前回、５年前に導入しまして児童

生徒用ということで、小学校に２６４台、中学校１５５台のタブレット型ＰＣということ

で１人１台保有しております。この間、学習の中で学習ソフトを用いて、それぞれ各児童

生徒とも学習の中で使っております。加えてコロナ禍での対応もリモート等でしておりま

す。それから、プログラミングなどにつきましても、商工会のラボ事業とかで行っており

ますが、そちらのほうでプログラミングなど子どもたちにとってはパソコン、ＩＣＴ環境

が非常に身近になったというふうに捉えております。２期の方向性につきましてですが、

１期を踏まえながら、引き続きＩＣＴ環境、これからデジタルの中身が増えていきます。

役場の中でもＤＸ担当ということで、世の中流れの中でパソコン、ＩＣＴ環境が必要とな

っておりますので、引き続き事業等で使っていくという、すいません、大まかなところで

すがそういうふうに考えております。 

〇議長（氏家良美君） ほかにございませんか。 

武藤議員。 

〇９番（武藤勝圀君） 私、文科省のホームページ見ますと、この点に関して、今後のＡ

Ｉ戦略にとっても重要ちゅう表現でなされてるんですよね。ですから多分、これから２期

の中ではまだ出てきてはないんですけども、多分ＡＩとの関係での動きっちゅうかそうい

うのは強まっていくと思うんですよ。特にそのＡＩは今回も別な議案で、デマンドバスで

出てきますけど、これはもうとにかく今運転手不足だとかそういう状況の中では、やむを
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得ないと思うんですけど教育の中でこのＡＩが導入されてきて、本当に子どもの成長にと

って、本当に大丈夫なのかって心配してるんですよね。現に、大学生なんかでも報道され

てるように、いろんな試験問題だとか出されたときに、ＡＩでやって、もうそれを教授に

提出しているっちゅう、小学校だとか中学校ではまだないんです。ただ、現実にはもう全

国でこのＡＩを要する導入されてる学校が私立なんかで何校かありますから、だからそう

いう点で本当にこれやられたら、本当に自主的に考えていく子どもが育ってくるのかどう

かという心配してるんですね。そこら辺についての考えちょっとお聞かせ願いたいと思い

ます。 

〇教育長（下川徳久君） 武藤議員が御心配されている部分についてお答えいたします。

ＡＩについて、考える力を放棄したような学びを避けるために、まず、ＩＣＴにつきまし

ては、基本的な知識、技能、思考、判断につきましては従来と同じような形で、子どもた

ちにまず授業を持って身につけることに取り組んでおります。その中で時代として、ＡＩ

の良さも一方では、子どもたちに伝えていかなきゃならない時代を迎えております。ただ、

そのＡＩによって、そのことで犯罪等にも結びつくような懸念もありますことから、その

ことにつきましては、デジタルリテラシーといいまして、先ほど私が行政報告の中で社会

教育で申し上げましたが、その部分につきまして、子どもたちの教育を高め、武藤議員が

おっしゃるような、不安につながらないような教育を現場として進めていく所存でいます。

以上でございます。 

〇議長（氏家良美君） ほかにありませんか。 

伹野議員。 

〇８番（伹野裕之君） 伹野です。確認のために、１点質問いたします。これまで児童生

徒に貸与してきた端末機はどのように処理されるのか、お願いいたします。 

〇議長（氏家良美君） 佐々木管理課長。 

〇管理課長（佐々木京君） はい。先ほど言いましたように児童タブレット型端末が対象

となります。全部で４１９台。こちらのほうはですね、ＯＳのライセンス等が切れますの

で、それで、どのように対応できるかなんですけど、まずは庁舎内で、その台数も多いこ

とですから、どういったことで使えるかというのを検討します。ただ老朽度合いも子ども

たち使っているものですから、ちょっと現物も見ないと対応できないかなと思っておりま

すので、全部が全部使えるかなというのは今のところちょっと疑問ですけど、使えるもの

は使っていきたいというふうに考えております。 

〇議長（氏家良美君） ほかにありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（氏家良美君）ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより本案に対する討論を行います。 

反対討論の発言を許可いたします。 

（「なし」の声あり） 
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〇議長（氏家良美君） ないようですので討論を終結いたします。 

これより、議案第２８号について採決を行います。 

お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

〇議長（氏家良美君） 全員挙手であります。 

よって議案第２８号は原案のとおり可決されました。 

 

   ◎日程第１３ 議案第２９号 

〇議長（氏家良美君） 日程第１３、議案第２９号、新冠町税条例の一部を改正する条例

についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

今村税務課長。 

〇税務課長（今村力君） 議案第２９号、新冠町税条例の一部を改正する条例について、

新冠町税条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定めようとするものです。 

提案理由及び改正内容につきましては、改正に伴う改め文及び新旧対照表での説明は省

略させていただき、御手元に配付しております議案第２９号資料により説明させていただ

きますので、そちらを御覧願います。 

はじめに、提案理由ですが、令和７年度税制改正の大綱に沿って、地方税法及び地方税

法等の一部を改正する法律の一部を改正する法律が令和７年３月３１日に公布され、令和

７年４月１日施行の部分については、新冠町税条例を専決処分により一部改正を行い、５

月９日開催の第２回臨時会において報告、承認を受けたところでありますが、施行日が令

和８年１月１日以降の部分について今回所要の改正を行うものでございます。 

次に、改正内容ですが、今回は個人町民税関係と町たばこ税関係、そしてその他として

地方税法施行規則改正に伴う改正の３点でございます。 

最初に、（１）個人町民税関係です。①特定親族特別控除額の導入に伴う改正ですが、大

学生の年代、１９歳以上２３歳未満の子などが特定扶養控除に該当しなくなる所得５８万

円を超えても、１２３万円以下であれば、扶養する親等が受けられる特定親族特別控除を

創設するものでございます。控除額は１ページ下段の表１のとおりで、４５万円から３万

円までの７段階となっております。それから、特定親族特別控除額の導入に伴い、公的年

金等受給者の個人住民税申告義務に係る規定の整備や、給与所得者または公的年金等受給

者の扶養親族等申告書の記載事項に特定親族を追加するなど、所要の改正を行うものでご

ざいます。なお、施行日は令和８年１月１日です。２ページに移ります。次に、（２）町た

ばこ税関係です。①の加熱式たばこの課税方式の見直しですが、加熱式たばこは紙巻きた

ばこよりも税負担が低く、課税の公平性を欠いている状況にあることから、税負担差を解

消するための課税方式の見直しを行うこととし、具体的には加熱式たばこの課税標準の特

例として、当分の間、重量のみに応じて紙巻たばこの本数に換算する方式に改めようとす
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るもので、換算方法は、中段の大きい黒丸のとおりで、スティック型の加熱式たばこは、

重量０．３グラムをもって、紙巻紙巻たばこ１本に換算。スティック型以外の加熱式たば

こは重量０．２グラムをもって紙巻きたばこの１本に換算する方式です。ただし、激変緩

和の観点から、段階的に実施することとし、令和８年４月１日から同年９月３０日までの

間は、従来の方法により換算した紙巻たばこの本数に０．５を乗じた本数と、改正後の方

法により換算した紙巻たばこの本数に０．５を乗じた本数の合計数とし、令和８年１０月

１日から改正後の方法により換算した紙巻たばこの本数とします。施行日は、令和８年４

月１日です。次に、その他、公示送達について、インターネットを用いる方法の定義を示

した地方税法、地方税法施行規則の改正に伴う改正です。公示事項を総務省令で定める方

法により、不特定多数の者が閲覧することができる状態に置く措置をとるとともに、公示

事項を記載された書類を、町の掲示場に掲示し、または町の事務所に設置したモニターに

表示したものを閲覧することができる状態に置く措置をとることによって行うとされたこ

とから、改正を行うものでございます。なお、施行日は、地方税法等の一部を改正する法

律附則第１条第１２号に掲げる規定の施行の日となっております。３ページに移ります。

次に附則でございますが、第１条は施行期日で、この条例は令和８年１月１日から施行す

る。ただし、次の各号に掲げる規則は、当該各号に定める日から施行するとし、第１号は、

（２）①の加熱式たばこの課税方式の見直しに係る改正規定と、附則第４条の施行期日を

定めており、令和８年４月１日から施行するものです。第２号は、（３）①の公示送達に係

る改正規定と附則第２条の施行期日を定めており、地方税法等の一部を改正する法律附則

第１条、第１２号に掲げる規定の施行の日から施行するものです。第２条は、公示送達に

関する経過措置で、第１条第２号の規定による（３）①の公示送達に係る改正部分は、第

１条第２号に掲げる規定の施行の日以後にする公示送達について適用し、同日前にした公

示送達については、なお従前の例によるものとします。第３条は、町民税に関する経過措

置で、（１）①のうち、特定親族特別控除額の導入に係る改正部分と、公的年金受給者の個

人住民税申告義務に係る規定の整備は、令和８年度以後の年度分に個人の町民税について

適用し、令和７年度分までの個人の町民税については、なお従前の例によるものです。第

２項は、令和８年度分の個人町民税に係る申告書の提出に係る新条例第３６条の２第１項

の規定の適用については、同項ただし書中「特定親族特別控除額（特定親族（同条第１項

第１２号に規定する特定親族をいう。第３６条の３の２第１項第３号及び第３６条の３の

３第１項において同じ。）（前年の合計所得金額は８５万円以下であるものに限る。）に係る

ものを除く。）」とあるものを、特定親族特別控除額とするものです。第３項及び第４項は、

（１）①のうち、給与所得者または公的年金等受給者の扶養親族等申告書の記載事項に係

る改正は、令和８年１月１日以後に支払いを受けるべき給与または公的年金等の支払い者

に提出する申告書について適用し、令和８年１月１日までに支払いを受けるべき給与また

は公的年金等の支払い者に提出した申告書については、なお従前の例によるものです。第

４条は、町たばこ税に関する経過措置で、（２）①の加熱式たばこの課税方式の改正部分に
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ついて、次項に定めるものを除き、令和８年４月１日前に課した、または課すべきであっ

た加熱式たばこに係る町たばこ税については、なお従前の例によるものです。第２項は、

令和８年４月１日から同年９月３０日までの間に売渡し等が行われた加熱式たばこに係る

製造たばこの本数は、税条例第９４条第３項及び新条例附則第１６条の２の２の規定にか

かわらず、２ページの中段ただし書に記載した方法により換算することを規定しています。

４ページに移ります。第３項は、換算した製造たばこの本数に１本未満の端数がある場合

は切り捨てることを規定しています。以上が議案第２９号新冠町税条例の一部を改正する

条例の提案理由でございます。御審議を賜り、提案どおり御決定くださるようよろしくお

願いいたします。 

〇議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。 

これより、議案第２９号に対する質疑を行います。 

発言を許可いたします。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（氏家良美君） ないようですので質疑を終結いたします。 

これより本案に対する討論を行います。 

反対討論の発言を許可いたします。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（氏家良美君） ないようですので討論を終結いたします。 

これより議案第２９号について採決を行います。 

お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

〇議長（氏家良美君） 全員挙手であります。 

よって議案第２９号は原案のとおり可決されました。 

 

   ◎日程第１４ 議案第３０号 

〇議長（氏家良美君） 日程第１４、議案第３０号、新冠町マイタウン３０委員会条例の

全部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

佐渡企画課長。 

〇企画課長（佐渡健能君） 議案第３０号、新冠町マイタウン３０委員会設置条例の全部

を改正する条例について、新冠町マイタウン３０委員会設置条例の全部を改正する条例を

以下のとおり定めようとするものです。 

このたびの条例の全部改正は、これまで町総合計画の進捗状況及びまちづくりの現状に

ついて説明を行い、まちづくりへの参画の委員会であったマイタウン３０委員会について、

その役割と運用を見直し、幅広い世代からまちづくりの特定事項について客観的意見と感

想をいただき、いただいた意見等を議会と共有することで町民協働のまちづくりを推進し
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ようとするものでございます。 

また、改正は広範囲で大幅なものであるため、当該条例を全面的に改める方式をとるこ

ととし、条例の継続性を保つために全部改正の方式をとってございます。 

改正の内容を別紙説明資料で説明いたしますので、議案第３０号説明資料を御覧くださ

い。説明は、各条を各区分ごとに説明欄を読み上げることで説明いたしますのでよろしく

お願いいたします。名称、新冠町マイタウン委員会。第３条で定める組織において、委員

数を２０名以内と定めていること及び自薦の結果によって委員数が異なることから、委員

数を表す３０を削除いたしました。第１条、設置すなわち目的について、協働のまちづく

りの推進と定めています。第２条では、委員会の所掌事務として協働のまちづくり推進と

町総合計画の進捗状況の把握としています。第３条、組織と任期では、委員の数を２０名

以内とし、町が定める募集事項に応じて参加意思を有する者としています。任期は１年で

す。第４条、第５条では、委員会には委員長と副委員長を各１名置き、会議においては委

員長が議長となる旨を定めています。第６条では、アドバイザーを置くことができるとし、

協議する事項に深い関係を有する団体等から職員の出席を求めることを想定しています。

円滑で効果的な協議を行うことを目的として定めています。第７条では、委員の報酬と費

用弁償を関係条例で定める旨、第８条では規則への委任を定めています。議案書に戻りま

して、３ページをお開きください。附則として、この条例は令和７年７月１日から施行す

る。 

以上が、議案第３０号、新冠町マイタウン３０委員会設置条例の全部を改正する条例に

ついての提案理由です。御審議賜り、提案どおり御決定くださいますようよろしくお願い

申し上げます。 

〇議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。 

これより、議案第３０号に対する質疑を行います。 

発言を許可いたします。 

中山議員。 

〇４番（中山千鶴子君） ４番中山です。こちらは、会員、２０名以内の募集と書かれて

いるんですけれども、この人数が２０名を超えた場合はどのように選出されるのでしょう

か。 

〇議長（氏家良美君） 佐渡企画課長。 

〇企画課長（佐渡健能君） はい。各委員は１０代から７０代までの男女１名ずつを想定

して設定してございますので、順当にいけば１４名で構成されることになるんだと思って

おります。ただ、希望によっては、同じ世代で複数の方が参加の求めがあったときには逐

次柔軟に対応したいということで２０名以内という形をとってございまして、これ以上、

２０名を超えるような委員数の想定というのは、今のところしていないという状況にござ

います。 

〇議長（氏家良美君） ほかにございませんか。 
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（「なし」の声あり） 

〇議長（氏家良美君） ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより本案に対する討論を行います。 

反対討論の発言を許可いたします。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（氏家良美君） ないようですので討論を終結いたします。 

これより、議案第３０号について採決を行います。 

お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

〇議長（氏家良美君）全員挙手であります。 

よって議案第３０号は原案のとおり可決されました。 

 

   ◎日程第１５ 議案第３１号 

〇議長（氏家良美君） 日程第１５、議案第３１号、新冠町子ども医療費の助成に関する

条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

新宮保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（新宮信幸君） 議案第３１号、新冠町子ども医療費の助成に関する条例

の一部を改正する条例について提案理由を申し上げます。 

新冠町子ども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例を以下のとおり定めよう

とするものでございます。当町が行っております子ども医療費助成事業は、子どもの保健

の向上と福祉の増進を図ることを目的に、子ども医療費のうち、保険診療分の自己負担額

の全額を助成する制度でございますが、このたびの改正におきまして、対象となります子

どもの年齢を満１５歳から満１８歳へ拡大するとともに、対象外となる保護者の所得要件

を撤廃することで、制度のさらなる充実を図り、全ての子どもたちが健やかに成長し、安

心して子育てができる環境を整えるものでございます。 

それでは、改正内容について新旧対照表で御説明いたしますので、２ページをお開きく

ださい。第２条は用語の定義でございまして、対象者を定めた本文中、満１５歳を満１８

歳に改めるものでございます。第３条は、受給資格者に関する規定でございまして、各号

に定める対象外の項目から保護者の所得額を規定した第３号を削除するものでございます。

このたびの改正によりまして、子どもが中学校卒業後に、働かれている場合も想定されま

すが、所得制限等はないことから、世帯に属するこの監護をしている保護者が申請をする

ことを条件に、満１８歳に達した年度末までは、全ての子どもが当該助成制度の対象とな

ります。１ページにお戻りください。附則といたしまして、第１条この条例は令和８年４

月１日から施行する。第２条この条例の施行日の前に、医療機関等において行われた医療

に係る医療費の助成については、なお従前の例による。 
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以上が議案第３１号新冠町子ども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例につ

いての提案理由でございます。御審議を賜り、提案のとおり御決定くださいますようお願

い申し上げます。 

〇議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。 

これより、議案第３１号に対する質疑を行います。 

発言を許可いたします。 

酒井議員。 

〇１番（酒井益幸君） １番酒井です。子育て環境の充実は、子育て世帯のみならず、町

民の願いでもあると思っております。１８歳の子ども医療費の無料化を過去の一般質問で

も求めてまいりました。同僚議員からも同様の質問もありました。そこで、１８歳までの

子ども医療費無料化と、所得制限撤廃に至る決断に至る理由についてお伺いいたします。 

〇議長（氏家良美君） 山本町長。 

〇町長（山本政嗣君） はい。政策的な判断をなぜしたのかという、捉え方の中で私のほ

うから御説明させていただきます。今御指摘のように、子ども医療費の拡大については、

これまでもそれぞれの議員さんから、御指摘なり御要望なりをいただいておりました。前

体制におきまして、一貫して申し上げていたことは、子どもの医療費の助成というピンポ

イントで見てみたときに、これは拡大するべきだという考え方にほかならないわけであり

ますけれども、子育て支援策全体で見たときに、他町との比較の中でも、御意見をいただ

いてましたけれども、他町ではない取り組みも当町の中ではやっていたということの中で、

医療費の全額助成までは踏み込めなかったというものが前体制の中での前町長の判断であ

ったというふうに捉えております。しかし、担当課のほうからはですね、実は毎年全道の

状況を鑑みながら、ここら辺の時期に、拡大したらいいんじゃないだろうかというような

要望は上がっていたのは確かであります。たまたま今年は骨格予算の年でありました。新

年度の予算編成のときにも、保健福祉課のほうから、全道の状況、管内の状況を踏まえな

がら予算要求が上がってきたということであります。その状況を見ますとですね、管内で

は高校まで拡大しているのは２町しかありません。しかしながら、全道的な流れを見ます

と、もう既に７５％の市町村が高校生まで拡大をしていると。この状況の中で、新年度の

予算編成の中では、新体制の中でこの判断を委ねようと言う骨格予算の中での今までどお

りの判断になったということであります。今申し上げましたように、子どもによる医療費

の拡大については全道的な流れの中でも新冠町も取り組まなければいけないなという時期

に来てたことは認識をしておりますし、全道の普及率というか実施率を鑑みながら、今回、

実施の決断をしたということで御理解を賜りたいと思います。 

〇議長（氏家良美君） ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（氏家良美君） ないようですので質疑を終結いたします。 

これより、本案に対する討論を行います。 
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反対討論の発言を許可いたします。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（氏家良美君） ないようですので討論を終結いたします。 

これより、議案第３１号について採決を行います。 

お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

〇議長（氏家良美君） 全員挙手であります。 

よって議案第３１号は原案のとおり可決されました。 

 

   ◎日程第１６ 議案第３２号～日程第１７ 議案第３３号 

〇議長（氏家良美君） 日程第１６、議案第３２号、新冠町立日高判官館青年の家設置条

例を廃止する条例について、日程第１７、議案第３３号、新冠町社会体育施設条例の一部

を改正する条例について、以上２件を一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

工藤社会教育課長。 

〇社会教育課長（工藤匡君） 議案第３２号、新冠町立日高判官館青年の家設置条例を廃

止する条例について提案理由を申し上げます。 

新冠町立日高判官館青年の家設置条例を廃止する条例を以下のとおり定めようとするも

のです。日高判官館青年の家は、青少年が健全な環境のもとで集団生活を通じて社会生活

に必要な規律を体得することを期待し、日高管内の当時９町の組合立として昭和４０年に

建設されております。時代の変遷とともに、少年教育を主体とした運営を移行しながら、

自然体験学習を通じ、規律や共同、友愛の精神を学ぶ宿泊研修施設として、その時代の教

育課題に対応してまいりましたが、平成１１年度には各町の財政状況の悪化から、日高管

内組合立から新冠町立へ移管し、平成１３年には、派遣社会教育主事の配置の停止、平成

１７年から、所長及び専門係の配置を停止し、正職員の配置をせず、社会教育課が管理運

営を進めてまいりました。施設体制の変化とともに、利用者は、平成８年度の年間１万５

０００人をピークに、令和５年度は１７団体２２９１人の利用者で、年々減少傾向にあり、

加えて、施設も老朽化が著しく、本年度は改築の目安となる６０年を経過することになり

ます。 

このような現状を踏まえ、令和５年度から取り組んでいる財政健全化に向けた事務事業

の見直しにおいて、青年の家は廃止を含めた今後の在り方について検討するよう方針が示

されております。協議の結果、青年の家の本来の目的となる生活指導や体験活動を通した

豊かな感性を育む教育活動に重きを置いた社会教育施設としての継続は難しく、また、青

年の家建設当時から、当町における青年活動の基礎は今もふるさと盆踊りやろうそく出せ

などの各種事業により継承され、施設としての役割は十分に果たしたと判断し、教育財産

から普通財産に移管した上で、民間活用等、新たな活用を検討することといたしました。   
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これらのことから、新冠町立日高判官館青年の家に係る設置条例について廃止する条例

を提案するものでございます。新冠町立日高判官館青年の家に係る設置条例は廃止する。

附則といたしまして、この条例は令和７年７月１日から施行する。 

以上が議案第３２号、新冠町立日高判官館青年の家設置条例を廃止する条例についての

提案理由でございます。御審議を賜り、提案どおり御決定くださいますようお願い申し上

げます。 

引き続き次ページを御覧ください。議案第３３号新冠町社会体育施設条例の一部を改正

する条例について提案理由を申し上げます。 

新冠町社会体育施設条例の一部を改正する条例を以下のとおり定めようとするものでご

ざいます。ただいま議案第３２号として、新冠町立日高判官館青年の家設置条例の廃止に

ついて上程いたしましたが、附帯設備である体育館については、今後も生涯スポーツの観

点から、町民の皆様に継続して利用できるよう、社会体育施設として管理運営したく、条

例の一部を改正するものでございます。 

新旧対照表により説明いたしますので、３ページを御覧ください。別表第１は社会体育

施設の名称及び位置を定めた表でありますが、新冠町民節婦体育館の項の次に、新冠町民

判官館体育館、新冠郡新冠町字高江１６番地の２を加えます。別表第２は、社会体育施設

の使用料を定めた表でありますが、第２号の新冠町民節婦体育館の次に４ページに移りま

す。３号といたしまして、新冠町民判官館体育館の料金表を加えるものです。 

２ページをお開きください。附則といたしまして、この条例は令和７年７月１日から施

行する。 

以上が議案第３３号新冠町社会体育施設条例の一部を改正する条例についての提案理由

でございます。御審議を賜りまして、提案どおり御決定くださいますようお願い申し上げ

ます。 

〇議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。 

最初に議案第３２号に対する質疑を行います。 

発言を許可いたします。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（氏家良美君） ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより、議案第３２号に対する討論を行います。 

反対討論の発言を許可いたします。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（氏家良美君） ないようですので討論を終結いたします。 

これより議案第３２号について採決を行います。 

お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

〇議長（氏家良美君） 全員挙手であります。 
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よって議案第３２号は原案のとおり可決されました。 

次に、議案第３３号に対する質疑を行います。 

発言を許可いたします。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（氏家良美君） ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより、議案第３３号に対する討論を行います。 

反対討論の発言を許可いたします。 

（「なし」の声あり） 

〇議長（氏家良美君） ないようですので討論を終結いたします。 

これより、議案第３３号について採決を行います。 

お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

〇議長（氏家良美君） 全員挙手であります。 

よって、議案第３３号は原案のとおり可決されました。 

昼食のため暫時休憩といたします。 

 

休憩 午前１１時４４分 

再会 午後 １時００分 

 

〇議長（氏家良美君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 

   ◎日程第１８ 議案第３４号 

〇議長（氏家良美君） 日程第１８、議案第３４号、令和７年度新冠町一般会計補正予算

を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

島田総務課長。 

〇総務課長（島田和義君） 議案第３４号、令和７年度新冠町一般会計補正予算について

提案理由を申し上げます。 

１ページをお開き願います。令和７年度新冠町一般会計補正予算、このたびは１回目の

補正となります。歳入歳出予算の補正第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それ

ぞれ４億４００７万１０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６６億

７３０７万１０００円にしようとするものです。 

債務負担行為の補正、第２条、債務負担行為の追加及び変更は、第２表債務負担行為補

正によるものです。 

地方債の補正、第３条地方債の追加及び変更は、第３表地方債補正によるものです。 

はじめに債務負担行為の補正について説明いたしますので、４ページをお開き願います。
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第２表、債務負担行為補正、１、追加です。災害対策用車両購入費、期間は令和７年度か

ら令和１１年度まで、限度額４７０万円は、備荒資金を活用して、災害時の移動式電源と

なる外部給電機能を有するワゴンタイプの車両１台を購入するものです。本車両について

は、令和６年度の当初予算において措置しましたが、車両の受注が一定期間停止となり、

年度中の販売が見込まれなくなったため、減額補正したものです。節婦体育館ＬＥＤ照明

導入事業、期間は令和７年度から令和１７年度まで、限度額６７０万円は、老朽化及び複

数箇所が故障により点灯しない水銀灯照明をリース方式によりＬＥＤ照明に更新するもの

です。次に、２の変更です。住民基本台帳ネットワークシステム購入費、期間の変更はあ

りません。限度額、変更前１０７０万８０００円を変更後１５万６０００円増の１０８６

万４０００円に増額するものです。本事業は、備荒資金を活用して購入を進めるものです

が、貸付利率が当初見込みの年０．５％から年１．１％に上昇したため増額となったもの

です。節婦町地区津波避難タワー建設事業、期間の変更はありません。限度額、変更前４

億９８４２万１０００円を変更後６６７２万６０００円増の、５億６５１４万７０００円

に増額するものです。限度額は２カ年分の本体工事費、工事管理業務委託料及び工事監理

発注者支援業務委託料の合計額としていましたが、北海道との事業ヒアリングにおきまし

て、労務単価及び資材単価の上昇に伴う増額分で３６２５万６０００円、補助対象基準の

変更に伴う仕様変更で２５０８万円、タワー設置により発生する電波障害対策工事費用で

５３９万円、これらを合わせた６６７２万６０００円を追加するものです。 

次に、第３表、地方債の補正について説明いたします。１、追加です。農業水利施設等

整備事業、限度額２２３０万円は、東泊津地区橋本地先明渠排水整備事業に係る緊急自然

災害防止対策事業債です。緊急浚渫推進事業、限度額１４２０万円は、比宇川河道内整備

工事ほか１件に係る緊急浚渫推進事業債です。地域住宅整備事業、限度額９３０万円は、

ひがつら団地外部改修事業に係る公営住宅建設事業債です。温泉施設整備事業、限度額６

３２０万円は、宿泊棟新館及びレストラン棟の老朽化した屋根葺き替え及び外壁等の塗装、

腐食した屋外丸太柱の修復工事に係る過疎債です。５ページに移ります。２、変更です。

全ての事業において利率が補正前２．５％以内から、補正後４．０％以内に変更となって

おります。説明は限度額に変更があった事業のみ申し上げます。過疎地域自立促進特別事

業は、地域医療の確保などソフト事業に充当している過疎債で、基本限度額が増額となっ

たことから、限度額６３９０万円を補正後１００万円増の６４９０万円に。続きまして、

３つ飛びまして、テレビ共同受信施設整備事業は、老朽化している東川共栄地区テレビ共

同受信施設の更新整備に係る辺地債で、本体工事に充当する分を増額するもので、限度額

３７０万円を補正後２６２０万円増の２９９０万円に。続いて４つ飛びまして、道路整備

事業は、美宇若園線泉若園浄水場地先排水路補修設計業務ほか２件に係る緊急自然災害防

止対策事業債で、新たに泉神社大森線道路側溝調査設計業務ほか２件を追加するもので、

限度額９５０万円を補正後２５４０万円増の３４９０万円に。続いて、河川整備事業は、

新冠５号川小学校地先護岸補修設計業務ほか１件に係る緊急自然災害防止対策事業債で、
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新たに比宇川河床洗掘防止対策工事ほか３件を追加するもので、限度額４３０万円を補正

後１７１０万円増の２１４０万円に。続いて、１つ飛びまして、公有林整備事業は、町有

林森林整備事業に係る国の予算等貸付金債で、新たに町有林保育間伐事業を追加するもの

で、限度額１６００万円を補正後３２０万円増の１９２０万円にそれぞれ変更しようとす

るものです。 

次に、事項別明細書の歳出より説明いたしますので、１３ページから１４ページをお開

き願います。説明につきましては、主要事業に係る６月補正予算説明資料を配付させてい

ただいておりますので、ここに掲載の事業につきましては、簡潔に行いますので、よろし

くお願いいたします。また、人件費に係る補正についてですが、正職員分は、４月１日の

人事異動に伴う各科目間の調整及び、土木技師１名の採用を見込んでいるほか、昇給昇格

による増額、共済費率の変動及び退職手当組合負担金率の確定に伴う増額で、合計２６５

０万２０００円の増額となっております。なお、予算措置の人数は補正前の１２４名から

１名増の１２５名となっております。次に会計年度任用職員分は、主に共済費率の変動及

び退職手当組合負担金率の確定に伴い、合計３６６万６０００円の増額となっております。

予算措置の人数は補正前の７９名から変更ありません。これら各科目における、２節給料、

３節職員手当等、４節共済費、１８節負担金補助及び交付金の説明は省略させていただき

ますので、御了承願います。 

１款、１項、１目ともに議会費２３８万９０００円の減は、人事異動による減額。１５

ページから１６ページに移ります。２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費１３２

２万７０００円の追加。１６ページ説明欄の下段、２のＯＡ推進費２９万４０００円の増

額は、行政ＤＸ推進係にかかる研修経費を計上。３の公用車管理費１２万円の増額は、債

務負担行為の補正で説明いたしました災害対策用車両購入に係る経費を計上。１７ページ

から１８ページに移ります。２目文書広報費９１万７０００円の追加は、町のホームペー

ジ改修業務委託料を計上。３目財産管理費１３６８万円の追加。１８ページの説明欄、１

のその他（土地等）町有財産管理費１０４２万円の増額は、北央団地敷地及びサラブレッ

ド駐車公園敷地として借上げている土地の購入経費を計上。２の北星町町有地開発事業３

２６万円の増額で、修繕費７３万９０００円の増額は、草刈り等土地を管理する上で、支

障となる凸凹箇所の不陸整正を行うもの。委託料２５２万１０００円の増額は、現況測量

を行い、今後の全体計画構想図等作成に必要となる基礎データーとするもの、及び草刈り

業務を委託するもの。４目町有林造成管理費８２５万円の追加は、若園地区の町有林保育

間伐事業に係るもの。５目企画費１億１００７万８０００円の追加。１８ページ、説明欄

１の地域生活活動支援事業３３６７万７０００円の増額で、新冠町地域公共交通活性化協

議会負担金３３６３万２０００円の増額は、国の共創モデル実証運行事業を活用し、町内

全域を対象とするＡＩオンデマンド交通実証事業を行うもの。地域コミュニティ活動支援

事業補助金４万５０００円の増額は、西泊津自治会が行う泊津生活館整備事業に対して補

助するもの。２の定住移住促進対策経費３３万円の増額は、中古住宅の売買１件に対する
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もの。３の定住移住支援事業８００万円の増額は、新築住宅取得５件、中古住宅取得４件

に対するもの。４のテレビ共同受信施設整備事業５５００万円の増額は、東川共栄地区テ

レビ共同受信施設の老朽化更新整備を実施するもの。２０ページに移ります。５の情報通

信基盤整備事業１３０７万１０００円の増額は、日高道新冠ＩＣ工事及び節婦小橋架替工

事、ＮＴＴ柱建替え、北電柱建替えの各箇所に係る光ケーブルの支障移設及び高江地区の

断線事故に伴う復旧費を計上。２１ページから２２ページに移ります。２項徴税費、１目

税務総務費１８０万２０００円の追加。２２ページ、説明欄下段、２の徴税還付金５０万

円の増額は、法人町民税に係る法人１社の修正申告において、約１００万円を還付したた

め、今後予算不足が見込まれることから、昨年度の実績額程度まで増額するもの。２３ペ

ージから２４ページに移ります。３項、１目ともに戸籍住民基本台帳費７４万８０００円

の追加。２４ページ、説明欄２の戸籍住民基本台帳費２万１０００円の増額は、住民基本

台帳ネットワークシステム購入費の償還金で備荒資金の貸付利率上昇によるもの。３の戸

籍電算化事業６８万２０００円の増額は、システムに戸籍ふりがな市町村長記録機能を追

加するもの。２５ページから２６ページに移ります。３款民生費、１項社会福祉費、１目

社会福祉総務費１９５５万５０００円の追加。２６ページ、説明欄３の民生委員活動費３

万５０００円の増額は、３年に１度の委員改選に伴う推せん会の開催に係るもの。４の子

ども医療費給付費２９７万２０００円の増額は、子ども医療費の給付対象年齢を現行の満

１５歳から満１８歳まで拡大するためのシステム改修と受給者証を作成するもの。２８ペ

ージに移ります。５の新冠町定額減税不足額給付金支給事業１４７万１０００円の増額は、

今後支給を予定している定額減税不足額給付金の対象者抽出及び支給事務に係る会計年度

任用職員の人件費を計上。６の国民健康保険事業繰出金４００万円の増額は、国保会計で

説明いたします。７の福祉暖房費給付事業３６９万７０００円の増額は、灯油価格等の高

騰に伴い、高齢者等の世帯に対して暖房費を助成するもので、給付金のほかチラシ作成費、

通知書郵送料、口座振込手数料を計上。８の新冠町子ども発達支援センター事業２６９万

５０００円の増額は、老朽化した施設の外壁塗装及び補修工事を行うもので、本年度から

年次計画で進めようとするものです。２目老人福祉費１０３２万１０００円の追加は、２

７節繰出金で介護サービス特別会計で説明いたします。４目地域包括支援センター費５６

万２０００円の追加。３０ページに移ります。３０ページ、説明欄２の徘徊高齢者位置情

報検索機器導入費補助事業２万円の増額は、ＧＰＳ機器を導入する町民１名に対して、導

入費用と使用料を補助するもの。５目老人福祉施設費４０万円の追加は、備品購入費で高

齢者共同生活施設あいあい荘の食堂に暑さ対策としてエアコン１台を設置するもの。６目

社会福祉施設費２５万５０００円の追加は、本町多目的交流センター横駐車場の排水及び

法面を修繕するもの。３１ページから３２ページに移ります。２項児童福祉費、２目児童

福祉施設費７１万７０００円の追加。３２ページ説明欄２の児童館運営費２９万６０００

円の増額は、児童用新刊図書購入等及び老朽化した和机を更新するもの。３３ページから

３４ページに移ります。４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費２２２万４０
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００円の追加は、人件費の調整によるもの。３目環境衛生費２０１万１０００円の追加。

３４ページ説明欄２の空家対策推進事業２００万円の増額は、危険空家の除却２件分を計

上。４目診療所費、補正額はありませんが、国保診療所特別会計の繰出金に基本限度額が

増額になった過疎債ソフト事業分１００万円を追加充当したことから、財源内訳が変更に

なったものです。３５ページから３６ページに移ります。３項水道費、２目簡易水道費１

０６８万７０００円の追加は、簡易水道事業会計に対する補助金で、簡易水道事業会計に

おいて説明いたします。３７ページから３８ページに移ります。５款農林水産業費、１項

農業費、１目農業委員会費３２３万１０００円の追加は、人件費の調整によるもの。２目

農業総務費２６３万５０００円の減。４０ページに移ります。４０ページ、説明欄２の農

業振興事業補助金２５１万１０００円の減額。地域担い手育成総合支援協議会補助金８６

万４０００円の増額は、相談員の人件費分を計上。農業次世代人材投資資金３３７万５０

００円の減額は、令和５年度に新規就農した３組が令和７年度上半期分で交付終了となる

ため、不用額を減額するもの。３目農業振興費２４０７万３０００円の追加。説明欄２の

農業用施設維持管理費１８６万５０００円の増額は、高江地区明渠排水中本地先土砂掘削

ほか２か所の修繕及び修繕用資材を購入するもの。３の緊急自然災害防止対策事業２２３

６万９０００円の増額は、東泊津地区橋本地先明渠排水整備工事を行うもの。４１ページ

から４２ページに移ります。４目畜産業費１２３１万５０００円の追加。４２ページ説明

欄１の地方競馬協賛レース支援事業３２万７０００円の増額は、６か所の競馬場における

協賛レース副賞品の購入費及び送料を計上。２の受精卵移植事業１３１万１０００円の増

額は、新冠町受精卵移植協議会に対し、採卵料金と移植料金の３０％を補助するもの。３

の軽種馬振興関係経費１６７万７０００円の増額。消耗品７万７０００円の増額は、ホッ

カイドウ競馬協賛特別レース副賞品の購入費。ホッカイドウ競馬売上増進対策負担金３０

万円の増額は、新冠、新ひだか２デイズ協賛レース等に係る負担金。軽種馬販売促進事業

補助金１３０万円の増額は、インターネットを活用した新冠産馬の販売促進事業を行う新

冠町軽種馬生産振興会に対する補助金。４の軽種馬市場上場促進事業９００万円の増額は、

生産者の経営安定とコンサイナー利用による売れる馬づくりを促進するため、１歳まで馴

致育成期間３０日以上の場合に補助するもの。５目牧野管理費１１万円の追加は、人件費

の調整によるもの。４３ページから４４ページに移ります。２項林業費、１目林業振興費

２７０万２０００円の追加は、人件費の調整によるもの。４目森林公園費３１６万８００

０円の追加は、老朽化が著しいタコッペ湿原の木道の一部を撤去するもの。４５ページか

ら４６ページに移ります。３項水産業費、１目水産業振興費９４７万９０００円の追加は

人件費の調整によるもの。４７ページから４８ページに移ります。６款、１項ともに商工

費、２目観光費６１５８万３０００円の追加。４８ページ説明欄２の新冠温泉施設管理運

営事業６５４１万４０００円の増額。修繕料１４６万３０００円の増額は、和風風呂ミス

トサウナの配管及びボイラーを修繕するもの。新冠温泉施設指定管理料６９万円の増額は、

過年度発行の入浴にかかる回数券及び無料券の使用精算分を支払うもの。工事請負費６３
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２６万１０００円の増額は、屋外の腐食が著しい丸太柱の修復と宿泊棟新館及びレストラ

ン棟の屋根葺き替え及び外壁等の舗装を行うもの。３の新冠ＩＣ開通前イベント開催事業

３６６万円の増額は、新冠ＩＣの開通を広くＰＲするため高規格道路内でのウォーキング

や道の駅におけるキッチンカー及び観光ＰＲブース出展などのイベントを開催するもの。

４９ページから５０ページに移ります。７款土木費、１項道路橋梁費、２目道路維持費３

１５１万円の追加。５０ページ、説明欄１の車両管理経費２６０万円の増額は、グレーダ

ー及びダンプ車両の修繕を行うもの。２の町道維持補修費３４６万７０００円の増額。修

繕料５７万１０００円の増額は、第１号線飛渡地先道路流末排水補修ほか２か所の修繕を

行うもの。町道維持補修等工事２８９万３０００円の増額は、東泊津新冠線東町地区沿道

の支障木を伐採するもの。土地購入費３０００円の増額は、第１号線道路流末排水未処理

用地を買収するもの。３の緊急自然災害防止対策事業２５４４万３０００円の増額。設計

業務委託料２７５万円の増額は、泉神社大森線道路側溝及び横断管渠の調査設計を行うも

の。町道維持補修等工事２２６９万３０００円の増額は、万世新冠線の道路排水改修及び

判官館３号線の道路改良舗装を行うもの。３目道路新設改良費４７万４０００円の追加は、

人件費の調整によるもの。５１ページから５２ページに移ります。２項河川費、１目河川

総務費３２４８万４０００円の追加。５２ページ説明欄１の河川整備工事１１１万２００

０円の増額は、東泊津川三股橋上流地先河床掘削法面ほか３か所の修繕を行うもの。２の

緊急浚渫推進事業１４２４万５０００円の増額は、比宇川河道内ほか２か所の整備を行う

もの。３の緊急自然災害防止対策事業１７１２万７０００円の増額。設計業務委託料２３

１万円の増額は、勝山川吉本地先河道内崩落箇所の調査設計を行うもの。河川整備等工事

１４８１万７０００円の増額は、比宇川河床洗掘防止対策工事ほか３か所の工事を行うも

の。５３ページから５４ページに移ります。３項住宅費、１目住宅管理費４１５万８００

０円の追加は、ひがつら団地玄関前の段差解消修繕及び東栄団地及びゆとりの団地のセン

トラル換気システム延べ６基を更新するもの。２目住宅建設費２２２２万７０００円の追

加。５４ページ、説明欄２の公営住宅交付金事業２１６９万２０００円の増額は、ひがつ

ら団地４戸の外部改修を行うもの。５５ページから５６ページに移ります。４項下水道費、

１目下水道整備費１８万８０００円の追加は、下水道事業会計に対する補助金で、下水道

事業会計において説明いたします。５７ページから５８ページに移ります。８款、１項と

もに消防費、１目常備消防費８３３万１０００円の追加は、日高中部消防組合支署経費負

担金で、主な増額は新冠消防団第６分団庁舎外部塗装工事及び大型油圧救助資器材購入費

です。２目災害対策費６２３万３０００円の追加。５８ページ、説明欄１の災害対策費５

７２万円の増額。消耗品費５４１万円の増額は、町の防災備蓄計画に基づき、飲料水やラ

イスなどの食料と毛布などの資材を購入するもの。新冠町津波防災力向上モデル事業補助

金１３万円の増額は、モデル地区継続１自治会、新規１自治会を計上。防災士資格取得支

援事業補助金１８万円の増額は、新規事業として、地域における防災リーダーを育成する

目的で、防災士養成講座受講料等の経費を補助するもの。２の防災無線設備等維持経費５
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１万３０００円の増額は、防災無線携帯機５台を購入するもの。５９ページから６０ペー

ジに移ります。９款教育費、１項教育総務費、２目事務局費１２４７万４０００円の追加。

６０ページ、説明欄下段３の高校生通学支援事業３３５万５０００円の増額は、道南バス

の定期代が１．８倍に値上げとなったことを考慮し、これまでの新冠静内間、月３０００

円の補助を定期代の半額に見直し、補助するもの。６１ページから６２ページに移ります。

２項小学校費、１目学校管理費２６万４０００円の減。６２ページ、説明欄下段、２の小

学校管理運営費２３万円の増額は、朝日小学校から移管した図書約１９００冊を収納する

ため、新たに本棚を購入するもの。６３ページから６４ページに移ります。３項中学校費、

１目学校管理費１０６万９０００円の追加。６４ページ、説明欄１の中学校保健管理経費

１３万２０００円の増額は、昨年度中止となった眼科受診のための委託料１３０名分を計

上。３の中学校管理運営費３３万３０００円の増額は、排水機能が低下している校舎裏排

水路における土砂を掘削するもの。６５ページから６６ページに移ります。４項、１目と

もに認定こども園費３８８万１０００円の減は、人件費の調整によるもの。６７ページか

ら６８ページに移ります。５項社会教育費、１目社会教育総務費８７万４０００円の減。

６８ページ、説明欄中段２のプラスワンセミナー６７万円の増額は、生涯学習の一環とし

て講演会を開催するもので、チケット用紙の購入や講師ケータリング、講師委託料を計上。

３の新冠町家庭教育学級２万円の増額は、家庭教育の向上を図るための講座を開催するも

の。２目レ・コード館事業推進費４６１万７０００円の追加。６８ページ、説明欄下段１

のレ・コード館整備事業７０３万７０００円の増額。工事請負費６７７万６０００円の増

額は、経年劣化等に対応するため、非常用蓄電池交換工事、高圧受電機器交換工事、監視

カメラ更新工事を実施するもの。レ・コード館備品購入費２６万１０００円の増額は、科

学工房の新たな利活用に係る幼児、親子向けの備品を整備するもの。６９ページから７０

ページに移ります。３目図書費５万６０００円の追加は、人件費の調整によるもの。４目

青少年育成費３７９万４０００円の追加。７０ページ説明欄１の新冠町青少年国内研修交

流事業３６４万９０００円の増額は、引き続き沖縄県金武町子ども会との交流等を行うも

ので、引率旅費、事前事後研修用事務費、荷物運搬費、旅行委託料を計上。３のボランテ

ィア養成事業８万２０００円の増額は、新規に中高生を対象として、青年団体等が主催す

る事業へボランティアとして参加を促し、自己成長や将来の青年活動等を担う人材育成を

目指し実施するもので、活動時の軽食代や傷害保険料等を計上。７１ページから７２ペー

ジに移ります。７目町民センター費７８０万円の追加。７２ページ、説明欄１の社会教育

関係施設整備工事３４１万円の増額は、経年劣化している高圧受電設備を更新するもの。

町民センター用備品購入費４３９万円の増額は、経年劣化したトレーニングルーム機器１

１種を新たに購入するもの。７３ページから７４ページに移ります。６項保健体育費、１

目保健体育総務費７７万１０００円の減は、人件費の調整によるもの。２目体育施設費３

３万２０００円の追加は、老朽化及び複数箇所が故障のため点灯しない水銀灯照明をリー

ス方式によりＬＥＤ照明に更新するものです。７５ページから７６ページに移ります。７



35 
 

項１目ともに学校給食費３０２万５０００円の追加は、老朽化により漏水が起きている小

学校及び中学校の給食室厨房給湯配管の改修を行うもの。歳出はここまでですが、２９ペ

ージを飛ばしてしまいました。申し訳ございません。７目生活館費、飛ばしておりました。

７目生活館費１万８０００円の追加は、共済費の利率確定によるものです。申し訳ござい

ません。 

それでは、歳入に移りますので、９ページから１０ページをお開きください。歳入の補

正につきましては、基本的に歳出の補正に伴い増減しているものですので、一部の説明を

除き、補正金額のみ読み上げさせていただき、内容等は説明欄での御確認をお願いいたし

ます。１４款国庫支出金、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金２９６４万９０００円

の追加。１節総務管理費国庫補助金１４６万７０００円の増額は、定額減税不足額給付金

支給事業に対するもの。３目衛生費国庫補助金１００万円の追加。４目土木費国庫補助金

９３６万１０００円の追加は、ひがつら団地外部改修事業に対するもの。１５款道支出金、

２項道補助金、１目総務費道補助金４９７万８０００円の追加。４目、農林水産業費道補

助金３３７万５０００円の減。１７款、１項ともに寄附金、２目指定寄附金１０万円の追

加は、室蘭地区トラック協会日高中部支部より児童生徒の交通安全対策にと頂いたもの。

１８款繰入金、１項基金繰入金、１目ふるさとづくり基金繰入金１９５０万円の追加及び

３目財政調整基金繰入金、１億２０００万円の追加は、財源不足分を繰り入れるもの。１

９款、１項、１目ともに繰越金４９７１万円の追加は、前年度繰越金を財源化するもの。

１１ページから１２ページに移ります。２０款諸収入、４項、５目ともに雑入２７２２万

８０００円の追加。１２ページ、説明欄５の地域公共交通活性化協議会負担金２４０８万

８０００円の増額は、ＡＩオンデマンド交通実証事業に対するもの。６のテレビ共同受信

施設組合加入世帯負担分１２５万円の増額は、東川共栄地区テレビ放送共同受信施設整備

事業に係る受益者負担金。５項、１目ともに受託事業収入２万円の追加。２１款、１項と

もに町債、１目総務債から６目商工債までの合計１億８１９０万円の追加は、４ページか

ら５ページの地方債補正で説明のとおりですので、説明は省略させていただきます。 

以上が議案第３４号、令和７年度新冠町一般会計補正予算の提案理由です。御審議を賜

り、提案のとおり御決定くださいますようお願い申し上げます。 

〇議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。 

 

   ◎日程第１９ 議案第３５号 

〇議長（氏家良美君） 日程第１９、議案第３５号、令和７年度新冠町国民健康保険特別 

会計事業勘定補正予算を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

新宮保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（新宮信幸君） 議案第３５号、令和７年度新冠町国民健康保険特別会計

事業勘定補正予算について提案理由を申し上げます。 
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１ページをお開きください。令和７年度新冠町国民健康保険特別会計事業勘定補正予算、

このたびは１回目の補正となります。 

令和７年度新冠町国民健康保険特別会計事業勘定補正予算を次のとおり定めようとする

ものです。歳入歳出予算の補正。第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

４００万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８億１９６６万２０００円

にしようとするものです。補正内容につきまして、事項別明細書の歳出から説明いたしま

すので、８ページから９ページをお開き願います。１款総務費、１項総務管理費、１目一

般管理費、４００万円の追加。１２節委託料３９０万円の増額及び、１３節使用料及び賃

借料１０万円の増額は、いずれも市町村事務処理標準システム北海道クラウドをガバメン

トクラウドへ移行するために必要となる費用を計上するもので、１２節委託料は、システ

ム移行に係る環境構築業務を委託するもの。１３節使用料及び賃借料は、共同利用型ネッ

トワークを利用するために、国保専用ポートを追加する費用でございます。 

次に、歳入の説明をいたしますので、６ページから７ページをお開きください。５款繰

入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金４００万円の追加。４節その他一般会計繰

入金４００万円の増額は、歳出に計上した市町村事務処理標準システム北海道クラウドを

ガバメントクラウドへ移行するために必要となる費用の財源で、全額が補助対象となる見

込みです。当該補助金は、一般会計で一括収入となるため、同額を国保会計に繰り入れる

ものです。 

以上が議案第３５号、令和７年度新冠町国民健康保険特別会計事業勘定補正予算につい

ての提案理由でございます。御審議を賜り、提案のとおり御決定くださいますようお願い

申し上げます。 

〇議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。 

 

   ◎日程第２０ 議案第３６号 

〇議長（氏家良美君） 日程第２０、議案第３６号、令和７年度新冠町介護サービス特別 

会計事業勘定補正予算を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

竹内特別養護老人ホーム所長。 

〇特別養護老人ホーム所長（竹内修君） 議案第３６号、令和７年度新冠町介護サービス

特別会計事業勘定補正予算の提案理由について御説明申し上げます。 

１ページをお開き願います。令和７年度新冠町介護サービス特別会計事業勘定補正予算、

このたびは１回目の補正でございます。第１条、歳入歳出予算の補正、既定の歳入歳出予

算の総額から、歳入歳出それぞれ１０３２万１０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ３億２０２５万１０００円としようとするものです。 

事項別明細書の歳出から御説明申し上げますので、８ページから９ページをお開きくだ

さい。１款総務費、１項一般管理費、１目施設介護サービス事業費９８８万４０００円の
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追加。２節給料、３節職員手当等、４節共済費及び１８節負担金補助及び交付金の増額は、

一般職職員人件費の調整。１４節工事請負費５６１万円の増額は、恵寿荘第一受電設備改

修工事で、老朽化したキュービクルの改修及び変圧器１台の更新に係るもので、詳細は予

算説明資料を御参照ください。１款総務費、１項一般管理費、２目短期入所生活介護事業

費４３万７０００円の追加。４節共済費、１８節負担金補助及び交付金の増額は、一般職

職員人件費の調整です。 

次に、歳入について御説明申し上げますので、６ページから７ページをお開きください。

２款繰入金、１項１目１節いずれも一般会計繰入金で１０３２万１０００円の追加は、歳

入歳出精査に伴う不足額を一般会計から繰り入れるもの。 

以上が議案第３６号の提案理由の説明でございます。御審議を賜り、提案どおり御決定

くださいますよう、よろしくお願いいたします。 

〇議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。 

 

   ◎日程第２１ 議案第３７号～日程第２２ 議案第３８号 

〇議長（氏家良美君） 日程第２１、議案第３７号、令和７年度新冠町簡易水道事業会計

補正予算、日程第２２、議案第３８号、令和７年度新冠町下水道事業会計補正予算、以上

２件を一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

寺西建設水道課参事。 

〇建設水道課参事（寺西訓君） 議案第３７号、令和７年度新冠町簡易水道事業会計補正

予算につきまして提案理由を申し上げます。 

このたびは第１回目の補正となります。このたびの主な補正理由につきましては、建設

改良費における工事請負費の増額で、道道滑若新冠停車場線道路改良に伴い老朽管の更新

工事を併せて行うためです。 

第１条、総則、令和７年度新冠町簡易水道事業会計補正予算は、次に定めるところによ

るものであります。第２条、業務の予定量、令和７年度新冠町簡易水道事業会計予算第２

条に定めた業務の予定量は、次のとおり補正するものです。（４）主要な建設改良事業、水

道施設維持工事、既決予算額２９１９万４０００円を、１０７８万円追加し、３９９７万

４０００円にするものです。第３条、収益的収入及び支出、予算第３条に定めた収益的収

入及び支出の予定額は、次のとおり補正するものです。収入、第１款営業外収益、第２項

営業外収益、１４６８万７０００円を追加し、１億６３０３万３０００円とし、簡易水道

事業収益総額３億５５５万２０００円に。支出、第１款簡易水道事業費用、第１項事業費

用９万３０００円を減額し、２億４８９７万２０００円とし、簡易水道事業費用総額２億

６８８９万９０００円にするものです。第４条、資本的収入及び支出、予算第４条本文括

弧書き中、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額７１１６万７０００円は、過年

度損益勘定留保資金７８２万６０００円、当年度消費税及び地方消費税資本的収支調整額
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１８１万６０００円、当年度損益勘定留保資金３４５１万４０００円及び当年度未処分利

益余剰金２７０１万１０００円で補填するものとするに改め、資本的支出の予定額を次の

とおり補正するものです。２ページに移ります。支出、第１款資本的支出、第１項建設改

良費を１０７８万円追加し、３９９７万４０００円とし、資本的支出総額を１億３３５５

万円とするものです。第５条、議会の議決を得なければ流用することができない経費、予

算第７条に定めた議会の議決を得なければ流用することができない経費を次のとおり補正

するものです。職員給与費を２５万１０００円減額し、８７７万９０００円とするもので

す。第６条、他会計からの補助金、予算第８条に定めた一般会計からの補助を受ける金額

を次のとおり補正するものです。他会計補助金１０６８万７０００円追加し、総額１億８

３１万９０００円とするものです。第７条、利益余剰金の処分、予算第９条に定めた当年

度利益余剰金の処分額を次のとおり補正するものです。（１）第４条資本的収入額が資本的

支出額に対して不足する額の補填として、２０３万９０００円を追加し、２７０１万１０

００円とするものです。 

次に補正予算明細書で説明いたしますので、１３ページをお開きください。第３条の収

益的支出、第１款簡易水道事業費用９万３０００円の減額、１項営業費用、５目総係費、

２節から２２節手当ほか９万３０００円の減額は、人件費に伴うもので、主な理由は住居

手当において借家より持家に変更になったためです。１４ページに移ります。第４条資本

的支出、第１款資本的支出、１項１目ともに建設改良費１０７８万円の追加は、道道滑若

新冠停車場線本町幸ずし地先旧ＪＲ日高線学校踏切部の道路改良工事を北海道が実施する

ため、その工事に合わせて踏切横断箇所の水道老朽管を更新するものです。１２ページに

戻ります。第３条の収益的収入、第１款簡易水道事業収益、第１項営業外収益、１目他会

計補助金１０６８万７０００円の追加は、収益及び資本に関わる総資金不足分を計上して

おります。 

以上、議案第３７号、令和７年度新冠町簡易水道事業会計補正予算について、提案理由

を申し上げました。御審議を賜り、提案どおり御決定くださいますようお願い申し上げま

す。 

引き続き、議案第３８号、新冠町下水道事業会計補正予算の提案理由を申し上げますの

で、お開きください。 

議案第３８号、令和７年度新冠町下水道事業会計補正予算につきまして提案理由を申し

上げます。 

このたびの補正は第１回目の補正となります。このたびの主な補正理由につきましては、

人件費における共済費率の変更に伴い増額を行うものです。第１条、総則、令和７年度新

冠町下水道事業会計補正予算は、次の定めるところによるものであります。第２条、収益

的収入及び支出、予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額は、次のとおり補正す

るものです。収入、第１款下水道事業収益、第１項営業外収益を１８万８０００円追加し、

１億６０７７万７０００円とし、下水道事業収益総額を２億７１７万３０００円に。支出、
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第１款下水道事業費用、第１項営業費用を１８万８０００円追加し、１億８０８４万３０

００円とし、下水道事業費費用総額を１億８６７０万１０００円とするものです。第３条、

議会の議決を得なければ流用することができない経費、予算第８条に定めた議会の議決を

得なければ流用することができない経費を次のとおり補正するものです。職員給与費を２

万２０００円追加し、１００８万１０００円とするものです。第４条、他会計からの補助

金、予算第９条に定めた一般会計からの補助を受ける金額を次のとおり補正するものです。

他会計補助金１８万８０００円を追加し、総額１億１４７３万９０００円とするものです。 

次に補正予算明細書で説明いたしますので、１０ページをお開きください。第３条の収

益的支出、第１款下水道事業費用１８万８０００円の追加、１項営業費用、４目総係費、

４節から２２節、法定福利費ほか１８万８０００円の追加は、共済利率の変更に伴うため

のものです。９ページに戻ります。第３条の収益的収入、第１款下水道事業収益、２項営

業外収益、１目他会計補助金１８万８０００円の追加は、収益に関わる関わる総資金不足

分を計上しております。 

以上、議案第３８号、令和７年度新冠町下水道事業会計補正予算について提案理由を申

し上げました。御審議を賜り、提案どおり御決定くださいますようお願い申し上げます。 

〇議長（氏家良美君） 提案理由の説明が終わりました。 

 

   ◎閉議宣言 

〇議長（氏家良美君） 以上をもって本日の日程は全部終了いたしました。 

本日はこれをもって散会いたします。 

御苦労さまでした。 

（午後２時００分 閉議） 

  


